
あなたと町を結ぶ広報

2014　JANUARY

平成26年1月  No.576
毎月1回1日発行

今月の表紙 

女性の笑顔を復興の力に（12月１日　北幹線第一仮設住宅集会所）

ホームページやフェイスブックは、
携帯からもご覧いただけます。
ＱＲコードをご利用ください。
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新年のあいさつ
情報受信とコミュニケーション調査結果
みんなでともに乗り越えよう
いつかためになる法律知識
保健だより
こんにちは民生委員です！
まちの話題
情報ぴっくあっぷ
みんなの図書館
浪江のこころ通信 
連絡先一覧
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0 20 40 60 80 100％

0 20 40 60 80 100％

満足して
いる
15.0%

やや満足
している
26.4%

どちらとも
いえない
30.3%

参加した
ことがある
28.1%

知らない
13.4%

知っているが、
参加したことはない
54.4%

あまり満足
していない
19.4%

満足していない
7.5%

現在の同居家族（4,253世帯中）5 情報受信媒体（4,253世帯中）6

情報満足度（4,253世帯中）7 インターネット利用（4,253世帯中）8

交流会参加（4,253世帯中）9

浪江町広報誌・お知らせ版

新聞（福島民報、福島民友）

テレビ

友人・知人からの口コミ

フォトビジョン

新聞（全国紙、福島県以外の地方紙）

家族・親戚からの口コミ

浪江町のWebサイト（ホームページ）

浪江町メールマガジン

ラジオ

浪江町以外のWebサイト

その他

無回答

87.0％

54.3％

53.3％

33.2％

31.5％

19.9％

18.1％

17.3％

15.0％

5.5％

2.0％

1.6％

0.4％

子の配偶者 2.2%

孫 2.6%

祖父母 1.0%

兄弟姉妹 1.4%

その他 1.6%

配偶者
41.0%

子
23.1%

親（配偶者の親含む）
10.5%

同居者はいない
（一人暮らし）16.5%

無回答 1.3%

ほぼ毎日
21.4%

週に2～3日
9.4%

月に2～3日
4.9%

月に1回以下
3.6%

全く利用しない、
利用できない
45.3%

インターネットが
何かわからない
9.1%

無回答 6.4%

無回答 4.0%

連絡手段（4,253世帯中）10

携帯電話・PHSでの通話 87.5％

対面での会話 44.1％

メール 43.1％

固定電話での通話 13.1％

手紙 12.9％

メッセージアプリ（LINE等） 7.9％

SNS（Facebook/mixi/Twitter等） 5.0％

FAX 1.2％

無回答 3.7％

情報受信と
コミュニケーション
　　　調査結果

��������	
��
�������

�����������������

調査の
概要

■実施主体　浪江町・㈱KDDI総研
■調査対象　世帯の代表者　9,869世帯
■調査時期　平成25年7月1日～20日
■調査方法　郵送法・無記名方式
■回 収 数　4,253世帯
■回 収 率　43.1％

回答者年代（4,253世帯中）

20代以下 2.0%無回答 3.0%

30代 8.3%

40代
 10.4%

仮設住宅
26.5%

非正規社員 6.9%
（パート含む）
 

その他 3.4%
 

無回答 1.5%
 

専業主婦 10.5%
（主夫）
 

公務員・団体職員
2.8%

事業主・自営業
 4.5%

就学中 0.2%

公営住宅 4.2%

親類・知人等の家 3.1%

病院・福祉施設等 0.6%

賃貸住宅
（自己負担）
6.4%

持ち家
 6.0%

借上げ住宅
50.6%

福島市
20.6%

郡山市
7.3%

二本松市
13.9%

いわき市
9.2%

福島県外
25.2%

無職
58.8%

正規社員
11.4%

その他
福島県内
10.9%

50代
 21.2%

60代
 27.9%

70代
 18.2%

80代以上
 9.1%

1 避難先自治体（4,253世帯中）2

現在の居住形態（4,253世帯中）3 現在の職業（4,253世帯中）4

無回答 2.1%

南相馬市 6.3%

本宮市 4.4%

無回答 0.7%

その他 1.9%

復興推進課　　0243（62）4731

皆さまにご協力いただき、７月に情報受信と

コミュニケーションに関するアンケートを実施

しました。その調査結果がまとまりましたので

抜粋してお知らせします。町からの情報として、

賠償や復興計画、浪江の今、町民の様子などを

皆さまが望んでいるということがわかりました。

この結果を今後の広報の改善などに生かして

いきたいと思いますのでご期待ください。

情報受信情報受信と
コミュニケコミュニケーションション
　　　調査結果　　　調査結果

情報受信と
コミュニケーション
　　　調査結果
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みんなで

ともに
乗り越えよう
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浪江町を復興していくためには、町民

の生活再建・健康管理、インフラの復旧、

賠償問題、絆の維持など多くの課題があ

ります。

その中で、町がどのような取り組みを

しているのかをお知らせします。
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生活で困っていること（4,253世帯中）11

役場から提供してほしい情報（4,253世帯中）12 現在のあなたのお気持ち（4,253世帯中）13

56.8％ 18.8％ 11.7％ 6.4％3.2％
3.1％

42.5％ 26.6％ 19.0％ 5.3％3.8％
2.8％

39.4％ 22.5％ 15.5％ 10.3％ 6.9％5.5％

28.7％ 20.4％ 27.8％ 9.6％ 6.1％ 7.5％

27.8％ 20.6％ 17.3％ 10.0％ 13.4％ 10.9％

22.2％ 21.8％ 28.5％ 13.0％ 8.9％ 5.6％

21.3％ 33.1％ 22.8％ 11.9％ 5.8％5.1％

20.1％ 15.5％ 22.7％ 10.4％ 14.9％ 16.4％

19.7％ 24.6％ 24.1％ 16.7％ 8.5％ 6.5％

16.3％ 16.0％ 24.3％ 9.9％ 18.0％ 15.5％

15.5％ 18.2％ 35.5％ 15.3％ 9.1％ 6.4％

12.3％ 17.4％ 39.8％ 15.1％ 8.8％ 6.7％

10.8％ 18.2％ 35.2％ 18.2％ 9.8％ 7.8％

10.2％ 10.5％ 29.9％ 7.2％ 13.6％ 28.6％

7.7％ 11.9％ 19.8％ 30.5％ 23.4％ 6.7％

先の見通しが立たなく困っている 73.7％

新しい生活を見つけようと思う 50.6％

いつまでも浪江町民でありたい 42.9％

待遇で損をしている感じがする 41.7％

検討過程が不透明と感じる 37.9％

知らない情報がある気がする 37.2％

避難先の住民になじめないと感じる 28.6％

社会から取り残されていると感じる 27.8％

同じ境遇の人と話したい 27.6％

賠償に関する動向 74.0％

復興計画の進行状況 58.6％

インフラ復旧状況 58.4％

除染の進捗状況 55.3％

現在の町各地の様子 44.9％

町民の声 33.3％

町民からのよくある質問 28.5％

町長の動向 24.4％

町議会の様子 23.4％

昔なつかしい町各地の写真 14.6％

避難先でのイベントの様子 13.6％

避難先での求人情報 11.8％

町役場各担当者の人物紹介 11.9％

避難先の学校行事の様子 3.5％

その他 3.4％

無回答 4.4％

心を開いて話せない 22.2％

情報取得が大変 20.2％

ある程度生活再建はできている 11.1％

知人と連絡がつかない 9.8％

無回答

将来の生活設計ができない

賠償について不安がある

住居に不満がある

放射線の影響について不安がある

家族が離れて生活している

孤独を感じる

体調がすぐれず健康に不安がある

仕事がない、又は仕事ができない

近くに話し相手や知人がいない

家族の介護について不安がある

避難先地域の住民になじめない

生活資金が不足している

生活に関する情報が不足している

避難先での子供の教育に不安

商店や病院等が近くになく不便

3.0％

■困っている　　■やや困っている　　■どちらともいえない　　

■あまり困っていない　　■困っていない　　■無回答
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いつかためになる

法 律 知 識
Vol.3

覚えておきたい、
消費生活センター

弁護士　井
産業・賠償対

（所属：第二東

原発賠償に関して知っておきたい大事なポイントの

解説と、日々の生活で問題が起きた際に迷わず対応す

るための予備知識をお伝えしていくコーナーです。

皆さんは消費生活センターをご存知ですか。消費生

活センターは、福島県などが設置している公的機関で、

専門の消費生活相談員が悪質商法や契約トラブル等の

消費生活に関する相談を受けています。電話での相談

も受けているので、気軽に相談をできます。

「自分はだまされない」、とは考えずに消費生活センター

を覚えておいてください。架空請求や注文していない

商品が送られてくるなどの悪質商法による被害、契約

トラブル、多重債務に関することなど気になることがあっ

たら、福島県消費生活センター　 024（521）0999ま

たは消費者ホットライン　 0570（064）370に電話を

してください。

今回は消費生活のトラブルの例としてクレジットカー

ドと不動産取引について紹介します。
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みんなでともに
乗り越えよう
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　健康保険課健康係　　0243（62）0168
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民生委員
こんにちは

です！
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復興なみえ町十日市祭

ありがとう
ございました

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う�

ご
ざ
い
ま
し
た

ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う�

ご
ざ
い
ま
し
た

原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
様
か
ら

仮
設
住
宅
へ
、
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
カ

レ
ン
ダ
ー
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
（
昨
年
に
続
き
２
回
目
）。

千
葉
県
多
古
町
議
会
様
か
ら
町
へ

義
捐
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
浪
江
町
民
を
含
め
、
多
く
方
が
多

古
町
に
避
難
し
て
い
る
事
を
知
り
、

議
長
を
含
め
、
議
員
14
名
の
総
意
で

ふ
る
さ
と
の
再
生
、
再
興
の
た
め
に

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い

に
よ
り
、
義
捐
金
に
よ
る
支
援
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

左から、母ゆかりさん、父民一さん、貴明さん浪江焼麺太国Ｂ－１グランプリ報告会浪江焼麺太国Ｂ－１グランプリ報告会浪江焼麺太国Ｂ－１グランプリ報告会

ふるさと浪江おどり隊会ふるさと浪江おどり隊会

浪江中によるよさこいソーランの発表浪江中によるよさこいソーランの発表

浪江小による和太鼓の演奏浪江小による和太鼓の演奏

ふるさと浪江おどり隊会

浪江中によるよさこいソーランの発表

浪江小による和太鼓の演奏

「請戸小黒板レプリカ贈呈式」　

　　　　　　　　原発事故と大震災の津波で大きな被害に
遭った請戸小の黒板に、全国各地から訪れた警察官や自衛隊の
方が書いた励ましの言葉を保存しようと黒板のレプリカが作られ、
２３日の十日市で披露されました。
これは、寄せ書きとして残して行ったメッセージを後世に伝えよ
うと、町と地元のＮＰＯが黒板のレプリカを作って保存することに
なったもので、東京日本橋ロータリークラブ様と東京渋谷ロータリー
クラブ様のご支援により作製し、町へ寄贈していただきました。

人権擁護委員による街頭啓
発に、やなせたかしさんデザ
インの人権イメージキャラク
ター‘人ＫＥＮまもる君’と‘人
ＫＥＮあゆみちゃん’が参加し、
会場を盛り上げました。

11月23日、24日の２日間、二本松駅前周辺で復興なみえ町十日市祭

が開催されました。

会場には多くの露店が建ち並び、浪江小・中学校の児童生徒による発

表会や請戸小学校黒板レプリカ贈呈式が行われ、昨年に引き続き、町の

伝統芸能やふるさと浪江おどり隊会による踊りなどが披露されました。

また、Ｂ－1グランプリin豊川においてゴールドグランプリを受賞し

た浪江焼麺太国より報告会が行われ、来場者にはなみえ焼そばが振る舞

われ（１日先着600名）、２日間に渡りさまざまなイベントで賑わいま

した。

下村文部科学大臣、浪江小視察

����

皆さまの身の回りにある楽しい話題、
変わった話題などの情報を募集しています。

　復興推進課情報統計係
 0243（62）4731　　　

横山貴明さん（浪江町出身）
� 　楽天入団を町長に報告
12月６日、プロ野球ドラフト会議において楽天から６位指

名を受けた早大４年の横山貴明さんが両親と共に役場二本松

事務所を訪れ、町長に楽天入団を報告しました。

横山さんは「早く１軍マウンドに上がれるように頑張りま

す。」と輝いた力強い眼差しで抱負を述べ、町長と固い握手

を交わしました。

浪江町国民健康保険運営
　　協議会（委嘱状交付式）
12月４日、役場二本松事務所会議室で浪江町国民健康保険

運営協議会（委嘱状交付式）が行われました。

交付式では、町長から瀬賀範眞さんほか11名の委員の方へ

委嘱状が手渡されました。

また、運営協議会も開催され、「浪江町国民健康保健税条

例の一部改正について」などの議事が話し合われました。

12月９日、下村博文文部科学大臣が浪江小学校（二本

松市）を訪れ、「ふるさとなみえ科」の授業を視察し、

児童と言葉を交わしながら給食の時間を一緒に過ごしま

した。下村大臣は児童に対し、「ふるさとは一番の宝、

大切なもの。次の世代に伝えられるよう勉強して、困難

にめげず頑張ってほしい。」と述べられました。

また、校長室にて町長から下村大臣へ要望書を提出

し、畠山教育長より学校教育の現状が報告されました。

下村大臣は、「復旧復興にスピード感を持ち、国がしっ

かりフォローしていきたい。」と述べられ、国として教

育現場を支援していく考えを示しました。

ありがとう
ございました

あ
り
が
と
う�

ご
ざ
い
ま
し
た

左から、母ゆかりさん、父民一さん、貴明さん左から、母ゆかりさん、父民一さん、貴明さん左から、母ゆかりさん、父民一さん、貴明さん浪江焼麺太国Ｂ－１グランプリ報告会

ふるさと浪江踊り隊

浪江中によるよさこいソーランの発表

浪江小による和太鼓の演奏

下村文部科学大臣、浪江小視察村文部科学大臣、浪江小視察下村文部科学大臣、浪江小視察

「南津島の神楽」上演
� 　（本宮市民俗芸能大会）
12月１日、本宮市しらさわカルチャーセンターで「本宮市

民俗芸能大会」が開催されました。

今回は、東日本大震災からの復興の願いを込めて、南津島

郷土芸能保存会による「南津島の神楽」と、ふるさと浪江おど

り隊会による「ふるさと浪江」が上演されました。

「南津島の神楽」無病息災を願う獅子の舞とひょっとこで
会場は大盛況でした。

������������������
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ

して福島第一原子力発電所の事故により、福島県

内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難生活、

先の見えない不安の中で、町民の皆さんがどのよ

うな思いで生活し、ふるさとへの思いを抱いてい

るのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江

のこころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働
のまちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

浪江の

通信こころ通信通信通信こここここここころころろろ

「浪江のこころ通信／第31号」への
感想をお寄せください。

● 第31号 ●

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　 FAX.0243（22）4218

これまで取材を受けていただいた皆さん
に、再度の取材を行うコーナーです。
３・11から２年以上が経過した今、感

じていること、伝えたいこと、そして最初
の取材以降の気持ちの変化やふるさとへの
思いなど皆さんの声をお届けします。

再取材シリーズ

再会・浪江のこころ

���� ������������������

3.113.11復興のつどい実行委員会が開催されました復興のつどい実行委員会が開催されました3.11復興のつどい実行委員会が開催されました

12月３日、第１回目の「３.11復興のつどい実行委員会」

が開催されました。実行委員会は、県内外の仮設、借上げ自

治会長および協力団体で構成されています。

今回の実行委員会では、今年度の「３.11復興のつどい」の

内容や実行委員会内での役員などについて話し合われました。

今年度の「なみえ３.11復興のつどい」については、次の

日時、場所で行う予定です。内容が決まり次第、随時皆さん

にお知らせします！

今年度のなみえ３.11復興のつどいについて
 日　　時　平成26年３月22日（土）
 　　　　　10時～16時（予定）
 開催場所　二本松市民会館・二本松文化センター

△
△

3.11復興のつどい実行委員会事務局　　0243（62）0305
（浪江町役場生活支援課内）
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浪江のこころ通信

震
災
が
起
こ
っ
た
時
は
、
作
業
場

の
あ
る
幾
世
橋
の
実
家
に
仕
事
の
材

料
を
取
り
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
作

業
場
は
地
震
の
影
響
で
物
が
散
乱
し

ま
し
た
が
誰
も
怪
我
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
無
事
で
、

両
親
と
一
緒
に
電
気
と
井
戸
水
が
使

え
る
酒
田
の
自
宅
で
２
日
間
過
ご
し

ま
し
た
。
13
日
に
弟
の
い
る
小
高
へ

避
難
し
、
水
素
爆
発
の
翌
日
に
二
本

松
市
に
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
施
設

に
移
動
し
て
３
カ
月
程
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
次
避
難
所
を
経
て
震
災

の
年
の
８
月
か
ら
二
本
松
の
借
上
げ

住
宅
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

浪
江
で
は
、
色
々
な
人
と
関
わ
り

を
持
ち
な
が
ら
建
築
板
金
業
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
繋
が
り
で
浪
江
の

建
築
組
合
か
ら
仮
設
住
宅
を
建
て
る

の
に
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
が

あ
り
、
数
百
棟
の
仮
設
住
宅
に
係
わ

り
ま
し
た
。
福
島
の
仮
設
住
宅
は
あ

ら
か
た
回
り
ま
し
た
が
、
初
め
の
桑

折
仮
設
に
は
朝
５
時
に
起
き
て
二
本

松
か
ら
１
時
間
半
か
け
て
通
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
時
は
大
変
だ
と
い
う

気
持
ち
は
な
く
て
、
”と
に
か
く
建

て
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
仮
設
を
建
て

る
の
が
第
一
優
先
だ
“
と
い
う
意
気

込
み
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
教
育
委
員
会
か
ら
浪
小
・

浪
中
を
再
開
し
た
い
の
で
１
カ
月
で

何
と
か
し
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
て
、

12
人
の
仲
間
と
夏
休
み
が
終
わ
る
ま

で
に
使
え
る
よ
う
に
準
備
を
し
ま
し

た
。
廃
校
に
な
っ
て
い
た
校
舎
だ
っ

た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
気
持
ち
良

く
学
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

り
ま
し
た
。
そ
の
仕
事
も
終
わ
り
、

役
場
の
臨
時
職
員
と
し
て
一
時
立
ち

入
り
の
受
付
業
務
に
就
い
た
の
は
10

月
で
す
。
畑
違
い
の
仕
事
で
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
分
、
何
を
や
っ
て
も

新
鮮
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
気
持
ち

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
電
話
を
受

け
て
い
る
と
、
皆
さ
ん
の
様
々
な
思

い
に
ふ
れ
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。

建
築
業
を
や
っ
て
い
た
と
き
に
知
り

合
っ
た
人
と
話
す
機
会
が
あ
っ
た
り
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

話
の
聞
き
役
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
元
々
役
場
に
勤
め
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
皆
さ
ん
の
立
場
も

分
か
り
、
そ
の
視
点
に
立
っ
て
仕
事

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

建
築
の
仕
事
は
、
子
ど
も
の
学
校

の
転
校
を
伴
う
の
で
今
始
め
る
事
は

難
し
い
で
す
が
、
何
の
仕
事
で
あ
っ

て
も
子
ど
も
に
親
が
働
い
て
い
る
姿

を
見
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
は
自

分
の
張
り
合
い
で
、
い
つ
で
も
子
ど

も
た
ち
の
一
番
の
応
援
団
で
在
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
悪
い
こ
と
を

考
え
た
ら
終
わ
り
な
の
で
、
常
に
や
っ

て
や
ろ
う
と
い
う
心
構
え
で
い
ま
す
。

そ
う
し
な
い
と
人
生
が
つ
ま
ら
な
く

な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
ん
ど
ん
働

い
て
元
気
に
い
き
ま
し
ょ
う
！

浪江で建築板金業を営んでいらした国分さんは、震災後、仮設住宅の建築などに
携わり、現在は役場二本松事務所の生活支援課で臨時職員として勤務されています。
以前とは全く違うお仕事ですが、“今までやってきてない事を新たなチャレンジだ
と考えて楽しんでいます。常にチャレンジャーでいたいですね。”と、毎日元気な
声で親しみやすい電話対応を心がけていらっしゃいます。

▲仕事の様子（役場二本松事務所にて）

国分　　勝さん（酒田）
取材者：浪江町役場　鴫原
取材日：12月３日

いつもチャレンジャーでいたい
福島県
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私
は
、
高
校
ま
で
浪
江
町
で
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
。
高
校
卒
業
の
頃
か

ら
、
歌
手
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

が
強
く
な
り
両
親
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、

「
大
学
に
進
学
し
、
資
格
を
身
に
付

け
た
ら
好
き
な
こ
と
を
し
て
い
い
よ
」

と
言
わ
れ
、
短
大
で
栄
養
士
の
資
格

を
取
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の

時
は
東
京
近
辺
で
歌
手
と
し
て
の
修

業
中
で
し
た
。
自
宅
の
テ
レ
ビ
で
、

福
島
の
状
況
が
映
し
出
さ
れ
る
の
を

ど
き
ど
き
し
な
が
ら
一
人
で
見
て
い

ま
し
た
。

父
母
が
い
ま
し
た
。
家
族
の
安
否

が
心
配
で
、
震
災
直
後
か
ら
、
家
族

に
電
話
を
か
け
続
け
ま
し
た
が
、
家

族
全
員
の
無
事
が
確
認
で
き
た
の
は
、

震
災
か
ら
約
１
週
間
ほ
ど
過
ぎ
た
頃

で
し
た
。
父
は
学
校
の
先
生
、
長
兄

は
役
場
の
職
員
、
次
兄
は
東
京
電
力

の
協
力
会
社
に
勤
め
て
い
ま
す
。
次

兄
は
、
震
災
の
時
に
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
４
号
機
で
働
い
て
い

ま
し
た
。
普
段
は
15
分
で
帰
れ
る
距

離
を
６
時
間
か
け
て
帰
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

浪
江
で
の
一
番
の
思
い
出
は
『
十

日
市
』
、
一
日
目
は
友
だ
ち
と
、
二

日
目
は
家
族
と
、
と
い
っ
た
具
合
で

三
日
間
通
い
ま
し
た
。
学
校
帰
り
に
、

友
だ
ち
と
行
っ
た
文
房
具
屋
さ
ん
「
ほ

て
い
や
」、「
サ
ン
プ
ラ
ザ
」
や
「
ス
ー

パ
ー
フ
ジ
コ
シ
」
で
は
、
行
く
と
必

ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
知
り
合
い

に
会
え
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
「
は
る
く
」

は
人
生
初
め
て
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
、

ケ
ー
キ
作
り
の
補
助
や
ホ
ー
ル
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
ま

し
た
。

歌
を
始
め
て
６
年
目
に
な
り
ま
す
。

今
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
曲
を
聴
い
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
震

災
以
降
は
、
東
京
を
メ
イ
ン
に
時
折

福
島
へ
。
東
京
で
は
ロ
ッ
ク
系
の
曲

が
、
福
島
で
は
バ
ラ
ー
ド
系
の
曲
が

好
ま
れ
ま
す
。
震
災
直
後
に
は
、
東

京
の
人
た
ち
に
福
島
の
人
た
ち
の
思

い
を
伝
え
る
た
め
「
３
１
１
」
と
い

う
曲
を
作
り
ま
し
た
。
福
島
の
人
た

ち
か
ら
は
「
本
当
に
歌
詞
の
通
り
だ
」

と
言
わ
れ
、
作
っ
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
元
々
は
震
災
を
経
験
さ

れ
て
い
な
い
方
々
に
福
島
を
忘
れ
な

い
で
頂
け
た
ら
と
い
う
想
い
で
作
っ

た
曲
で
し
た
。

最
近
で
き
た
曲
「
る
い
ぶ
ら
い
ゆ
」

は
、
聴
い
た
人
た
ち
が
明
る
い
気
持

ち
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
歌
詞
を
考

え
ま
し
た
。
今
年
の
『
十
日
市
』
で

歌
っ
た
ら
子
ど
も
た
ち
が
、
曲
に
合

わ
せ
て
楽
し
そ
う
に
踊
っ
て
く
れ
て
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
一
緒
に
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
や
絵
本
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
作

り
ま
し
た
。

震
災
か
ら
２
年
９
カ
月
、
東
京
の

人
た
ち
の
意
識
か
ら
震
災
は
遠
く
な
っ

て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一

方
で
、
被
災
者
の
人
た
ち
の
多
く
は
、

暮
ら
し
の
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
戸
惑
い
を
覚
え
ま

す
が
、
時
に
、
東
京
で
も
復
興
の
た

め
に
動
い
て
い
る
人
に
出
会
う
と
、

う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

「
頑
張
っ
て
」
で
は
な
く
「
一
緒
に

が
ん
ば
ろ
う
！
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
歌
で
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

シンガーソングライター『理恵子』として、東京を拠点に、
福島と東京でライブ活動を行っている理恵子さん。「父母や
兄をはじめとする浪江の人たちの応援に元気をもらっている。
音楽を通して、復興の後押しができたら」と活動を続けてい
ます。

▲Ｔシャツも作りました。

▲「るいぶらいゆ」
手書きの絵本の
表紙です。

鎌田理恵子さん（権現堂）
取材者：ＮＰＯ法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ　鍋嶋
取材日：12月５日

一緒にがんばろう！
というメッセージを歌で伝えたい

東京都
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浪江のこころ通信

■
佐
原
は
、
故
郷
・
津
島
に
似
て
い

ま
す

東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
、
家
の

中
は
物
が
散
乱
し
ま
し
た
が
、
家
そ

の
も
の
は
大
丈
夫
で
、
約
１
週
間
ほ

ど
家
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
辺
り

の
道
は
、
津
島
の
公
民
館
や
学
校
に

避
難
す
る
請
戸
周
辺
の
海
に
近
い
人

た
ち
や
町
な
か
の
人
た
ち
の
車
で
大

渋
滞
で
し
た
。

そ
の
後
、
浪
江
町
が
全
町
避
難
を

呼
び
か
け
ま
し
た
の
で
、
父
や
母
、

子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
岩
代
体
育
館

に
避
難
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
２
週
間

ほ
ど
い
た
後
、
二
次
避
難
所
と
な
っ

た
福
島
市
の
土
湯
温
泉
に
移
動
し
ま

し
た
。
４
月
〜
夏
頃
ま
で
４
、
５
カ

月
間
避
難
生
活
を
し
、
そ
の
後
、
仮

設
住
宅
が
出
来
た
こ
と
を
役
場
か
ら

知
ら
さ
れ
て
、
子
ど
も
が
い
る
家
は

佐
原
か
、
し
の
ぶ
台
か
の
選
択
で
し
た
。

二
次
避
難
所
も
仮
設
住
宅
に
入
居

す
る
時
も
子
ど
も
た
ち
が
優
先
さ
れ
、

お
か
げ
で
土
湯
温
泉
の
時
も
佐
原
に
移
っ

て
か
ら
も
、
荒
井
小
学
校
と
西
信
中

学
校
に
一
貫
し
て
通
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

福
島
市
の
西
部
に
位
置
す
る
佐
原
は
、

市
内
に
比
べ
て
雪
も
た
く
さ
ん
積
も

る
し
、
風
も
強
い
。
津
島
と
同
じ
よ

う
な
気
候
風
土
で
す
。
こ
こ
の
良
い

と
こ
ろ
は
静
か
な
こ
と
で
す
。
反
面
、

Ａ
コ
ー
プ
の
移
動
販
売
が
あ
る
も
の
の
、

周
り
に
は
店
が
少
な
く
、
車
は
必
需

品
で
す
。

こ
の
仮
設
に
は
22
世
帯
が
住
ん
で

い
ま
す
が
、
震
災
以
前
に
住
ん
で
い

た
地
区
は
バ
ラ
バ
ラ
で
、
最
初
は
大

変
で
し
た
が
、
２
年
も
過
ぎ
る
と
大

分
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。 

■
佐
原
か
ら
転
居
す
る
時
期
が
近
づ

い
て
い
ま
す

現
在
、
自
治
会
長
を
務
め
て
２
年

目
で
す
が
、
住
民
全
員
が
気
軽
に
挨

拶
を
交
わ
し
ま
す
。
引
き
こ
も
っ
て

い
る
人
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
で
も
、

後
１
年
く
ら
い
で
仮
設
住
宅
の
耐
久

年
数
の
期
限
が
来
ま
す
の
で
、
復
興

住
宅
な
ど
に
転
居
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
既
に
先
月
は
２
軒
、
今
月
は

１
軒
と
、
転
居
す
る
家
が
増
え
て
い

ま
す
。

先
月
、
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い

た
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
母
は

元
気
で
す
。

下
の
子
ど
も
が
福
島
市
内
の
高
校

進
学
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
や
、
後

３
年
は
最
低
で
も
帰
町
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
、
私
た
ち
家
族
は
福
島
市

に
残
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
復
興
住
宅
は
集
合
住
宅
で
し
ょ

う
か
ら
、
階
上
、
階
下
に
対
す
る
不

安
も
あ
り
ま
す
。
小
さ
く
て
も
い
い

か
ら
一
戸
建
て
の
暮
ら
し
が
し
た
い

で
す
ね
。

■
町
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
の

目
途
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
欲
し

い
で
す

放
射
線
量
に
よ
っ
て
区
域
編
成
が

変
わ
り
、
津
島
に
は
時
折
帰
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
人
が
住
ん
で

い
な
い
土
地
は
草
木
で
荒
れ
放
題
で
、

人
影
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
の
技
術
で
は
実
現
出
来
な
い
よ

う
で
す
が
、
山
の
除
染
を
し
な
い
限
り
、

帰
る
こ
と
は
無
理
な
の
で
は
な
い
か

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
故
郷
に
戻

り
た
い
お
年
寄
り
が
い
て
も
、
帰
る

時
期
が
10
〜
20
年
後
で
は
、
元
通
り

に
住
む
こ
と
に
見
切
り
を
つ
け
る
他

な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

町
と
し
て
早
く
対
策
を
打
ち
出
さ

な
い
こ
と
に
は
町
民
の
帰
町
は
な
い

で
す
し
、
ま
し
て
や
原
発
の
廃
炉
に

は
相
当
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
先

の
見
通
し
が
な
い
と
私
た
ち
は
動
き

よ
う
が
な
い
こ
と
を
、
も
っ
と
考
え

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現在、福島市の西部、吾妻連峰の麓に近い佐原仮設住宅にお
住いの菅野さん。故郷の津島には月に１回帰れるようになった
けれども、だんだん用事も少なくなってきたと話されていまし
た。まもなく仮設住宅から復興住宅への移行時期が来ますが、
お子さん方の進学もあり、福島市での次の暮らしを考えていらっ
しゃるとのことです。

▲佐原小学校跡地応急仮設住宅・集会所の
前にて

菅野　裕美さん（南津島）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：12月７日

望みは、「落ち着いた暮らし」
福島県
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石井　絹江さん（赤宇木）
取材者：高崎経済大学櫻井研究室　櫻井
取材日：12月６日

皆さんが浪江に戻りたくなる環境づくりの
一助になりたい
　～ふるさとの力こそが私たちの心を
　　　　　　　　　　支えてくれると信じて～

か
ー
ち
ゃ
ん
の
力
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
震
災
の
年
の
10
月
頃
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
復
興
に
向
け
て
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
思

い
立
っ
た
女
性
た
ち
と
と
も
に
、
栄

養
に
配
慮
し
た
健
康
弁
当
の
配
食
な

ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
は
、
父

の
体
調
が
悪
く
な
り
、
そ
の
お
世
話

を
す
る
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
離

れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
自
分
に
で

き
る
こ
と
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
役
場
職
員
と
し
て
退
職
ま

で
地
域
の
皆
さ
ん
に
育
て
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
だ
か
ら
50
歳
の
頃
か
ら
、

町
の
産
業
振
興
に
携
わ
り
な
が
ら
、

今
度
は
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
恩
返
し
が
し
た
い
と
い
う
思
い
が
ず
っ

と
強
く
あ
り
ま
し
た
。
大
震
災
前
は
、

町
内
に
で
き
た
５
つ
の
直
売
所
を
中

心
に
、
地
域
に
あ
る
豊
富
な
食
材
を

掘
り
起
こ
し
な
が
ら
、
全
国
に
発
信

す
る
取
り
組
み
が
軌
道
に
乗
り
つ
つ

あ
り
ま
し
た
。
直
売
所
で
は
　
”行
者

に
ん
に
く
“
”ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
“
”り

ん
ど
う
“
”キ
ノ
コ
“
”か

ぼ
ち
ゃ
饅
頭
“
”サ
ケ
の

燻
製
“
そ
し
て
菜
種
や
ツ

バ
キ
か
ら
搾
っ
た
油
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
様
々
な

取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
き

ま
し
た
。
大
震
災
に
よ
っ

て
、
す
べ
て
は
止
ま
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
、

そ
し
て
何
よ
り
も
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
は

今
も
力
強
く
生
き
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在

も
、
金
谷
川
な
ど
福
島
市

の
周
辺
に
農
地
を
確
保
し
、

野
菜
な
ど
を
作
付
け
し
て
、

そ
の
灯
を
絶
や
さ
な
い
よ

う
に
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

震
災
か
ら
２
年
半
が
過
ぎ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
土
地
で
の
生
活
が
定
着
し

て
き
て
い
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
何
か
心
の
中
に
ぽ
っ
か

り
と
穴
が
開
い
て
い
る
感
じ
が
し
ま

す
。
や
っ
ぱ
り
私
は
浪
江
に
戻
り
た

い
。
ふ
る
さ
と
が
私
た
ち
の
心
を
満

た
し
て
く
れ
る
は
ず
。
浪
江
に
戻
っ

て
、
高
齢
の
方
々
と
一
緒
に
畑
を
作

り
な
が
ら
、
浪
江
の
お
い
し
い
食
べ

物
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
。

将
来
、
町
へ
の
帰
還
が
始
ま
っ
た

ら
、
な
る
べ
く
支
え
合
っ
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
公
営
住
宅
を
整
備
し
た

り
、
そ
の
周
辺
に
は
皆
で
野
菜
を
作
っ

た
り
、
草
取
り
が
で
き
る
よ
う
に
農

園
を
確
保
す
る
な
ど
、
戻
っ
た
人
び

と
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。
実
際
の
作
付
け
、
で
き
た

野
菜
な
ど
を
使
っ
て
の
食
事
作
り
や

配
食
は
、
私
た
ち
に
頑
張
ら
せ
て
ほ

し
い
。
そ
う
し
て
浪
江
町
に
み
ん
な

が
戻
り
た
く
な
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
み
た
い
。
そ
れ
が
今
の

私
の
願
い
で
す
。
私
は
浪
江
町
が
大

好
き
で
す
。
ふ
る
さ
と
の
力
こ
そ
が
、

私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
る
と
信
じ
て

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

石井絹江さんは、震災後、阿武隈地域の伝統食を活かした「かーちゃん
の力・プロジェクト」に参加し、仮設住宅に弁当を届けるなど、ふるさと
の力を復興へと結びつける取り組みを続けてきている。石井さんのお話か
らは、必ず浪江に戻って復興させたいとの強い思いが伝わってくる。

福島県
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再取材シリーズ

震
災
の
年
の
４
月
に
生
ま
れ
た
孫

が
新
潟
に
い
ま
す
の
で
、
２
年
間
は

そ
ば
に
い
て
あ
げ
よ
う
と
決
め
て
、

３
人
の
孫
た
ち
の
世
話
を
し
た
り
一

緒
に
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

浪
江
で
美
容
室
を
や
っ
て
い
る
時

は
忙
し
か
っ
た
の
で
、
の
ん
び
り
過

ご
す
の
が
夢
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、

仕
事
を
離
れ
て
い
る
間
は
マ
イ
ナ
ス

の
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
忙
し
く
て
も
き
ち
ん
と
働

い
て
得
た
収
入
で
楽
し
い
こ
と
を
す

る
の
が
幸
せ
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

浪
江
の
お
客
さ
ん
は
い
い
人
ば
か
り

で
、
あ
ん
な
に
幸
せ
な
こ
と
は
な
か
っ

た
な
と
思
い
ま
す
。
町
で
友
だ
ち
と

す
れ
違
っ
て
手
を
振
る
だ
け
で
幸
せ

だ
っ
た
と
思
う
と
、
新
潟
で
は
そ
れ

が
出
来
な
い
の
が
寂
し
い
こ
と
で
し

た
。２

年
が
過
ぎ
て
か
ら
、
店
を
再
開

す
る
情
報
を
集
め
に
役
場
へ
行
き
、

中
小
機
構
の
仮
設
施
設
整
備
事
業
制

度
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

な
ら
出
来
る
と
考
え
て
、
恵
向
仮
設

住
宅
自
治
会
長
の
平
本
佳
司
さ
ん
を

は
じ
め
、
仮
設
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
い
た
だ
い
て
再
開
を
決
め
ま
し
た
。

仕
事
を
し
た
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

３
人
の
娘
た
ち
に
自
分
の
足
跡
を
残

し
て
お
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。
初
め
は
ひ
と
り
で
店
を
始
め

る
つ
も
り
で
し
た
が
、
娘
も
心
配
し

て
く
れ
た
の
で
美
容
師
を
し
て
い
る

下
の
娘
に
、
「
ケ
ン
カ
し
な
が
ら
一

緒
に
や
ろ
う
ね
。
」
と
誘
っ
た
ら
、

一
緒
に
や
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
わ
ざ
わ
ざ
引
っ
越
し
て
く

れ
た
娘
夫
婦
に
感
謝
で
す
ね
。
上
の

娘
も
美
容
師
な
の
で
、
孫
が
大
き
く

な
っ
た
ら
い
つ
か
一
緒
に
や
り
た
い

と
い
う
夢
も
あ
り
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
し
た
12
月
12
日
は
、
浪

江
の 

”か
と
う
美
容
室
“
が
昭
和
63
年

に
開
店
し
た
記
念
の
日
で
す
。
い
ち

に
、
い
ち
に
、
と
一
歩
ず
つ
進
む
よ

う
に
同
じ
日
を
選
び
ま
し
た
。
恵
向

仮
設
住
宅
の
中
に
あ
る
お
店
な
の
で
、

店
づ
く
り
を
い
ろ
い
ろ
考
え
て
、
お

年
寄
り
に
優
し
い
美
容
室
づ
く
り
と

し
て
、
シ
ャ
ン
プ
ー
も
セ
ッ
ト
も
移

動
な
し
で
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

若
い
方
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
、
パ
ー
マ
は
最
新
の
髪
に
優
し
い

エ
ア
ウ
エ
ー
ブ
で
す
。
ま
た
、
待
っ

て
い
る
間
も
終
わ
っ
て
か
ら
も
お
茶

の
み
の
場
と
し
て
ゆ
っ
く
り
し
て
も

ら
え
れ
ば
と
、
着
付
け
室
に
は
こ
た

つ
を
置
い
て
待
合
室
に
し
ま
し
た
。

朝
か
ら
晩
ま
で
居
て
も
ら
っ
て
も
い

い
で
す
。
皆
さ
ん
の
顔
を
見
て
話
す

の
が
本
当
に
楽
し
み
で
す
ね
。

女
の
人
が
仕
事
を
持
っ
て
い
る
の

は
大
変
で
す
が
、
幸
せ
な
事
だ
と
思

う
の
で
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う

ぞ
気
軽
に 

”か
と
う
美
容
室
“
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
お
会
い
す
る
の
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

『浪江のこころ通信』第12号掲載の加藤喜志子
さんは、新潟からご主人と同じ二本松市の仮設住
宅に引っ越され、12月12日に本宮市の恵向仮設
住宅内で“かとう美容室”をオープンされました。
「沢山のお客様に来ていただければ嬉しいですが、
だれでも入ってきて話だけでもしてくれる憩いの
場になったらいいな。」と、おっしゃいます。

▲娘さんたちと一緒に
　後列左　長女 久保田寛美さん、
　後列右　三女 渡邊直美さん

かとう美容室　加藤喜志子さん（川添）
取材者：浪江町役場　舛田・鴫原
取材日：12月４日

美容室を憩いの場にしたい
福島県
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「
も
う
だ
い
ぶ
慣
れ
た
け
れ
ど
も
、

猪
苗
代
の
雪
は
始
め
大
変
だ
っ
た
ね
。

で
も
、
こ
こ
の
人
は
親
切
で
、
避
難

生
活
の
中
で
知
り
合
い
が
で
き
て
、

こ
こ
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
よ
」

と
、
温
和
に
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

浪
江
町
で
は
、
加
倉
地
区
に
住
み

な
が
ら
、
双
葉
町
で
働
い
て
い
ま
し

た
。
震
災
の
日
は
、
大
き
な
揺
れ
に

驚
き
ま
し
た
が
、
三
、
四
日
ほ
ど
自

宅
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
家
の
壁

は
ひ
び
割
れ
、
屋
根
が
壊
れ
る
被
害

に
遭
っ
た
と
い
い
ま
す
。

家
を
出
た
ら
自
衛
隊
の
人
に
「
避

難
し
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
ら

れ
、
川
俣
町
か
ら
二
本
松
市
、
そ
し

て
猪
苗
代
町
に
避
難
を
し
て
き
ま
し

た
。

 ■
避
難
先
の
職
場
に
も
慣
れ
て

「
震
災
か
ら
３
年
近
く
経
つ
け
れ
ど
、

あ
っ
と
い
う
間
だ
ね
。
今
で
も
、
隣

近
所
の
つ
き
あ
い
が
よ
か
っ
た
浪
江

の
生
活
を
思
い
出
す
よ
」
「
大
変
な

事
は
多
い
け
れ
ど
、
こ
こ
の
職
場
の

人
が
良
く
し
て
く
れ
る
か
ら
。
（
猪

苗
代
の
）
町
長
も
わ
ざ
わ
ざ
職
場
で

働
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
来
て
声
を
か

け
て
く
れ
る
し
ね
。」

現
在
の
職
場
で
は
、
同
じ
浪
江
の

人
と
も
一
緒
に
働
い
て
い
ま
す
。
浄

化
槽
の
点
検
に
も
慣
れ
、
デ
ー
タ
入

力
の
仕
事
も
し
て
い
る
と
か
。
や
は

り
、
猪
苗
代
に
来
て
も
浪
江
の
人
同

士
が
い
る
と
心
強
い
と
話
し
ま
す
。

 ■「
帰
り
た
い
思
い
は
強
く
」

気
に
か
か
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
の

事
。
「
帰
り
た
い
の
は
山
々
だ
け
れ

ど
も
、
現
状
で
は
無
理
だ
し
ね
。
こ

れ
か
ら
ど
う
す
る
か
も
考
え
て
い
る

け
れ
ど
、
い
つ
帰
る
と
い
う
の
は
わ

か
ら
な
い
し
。
で
も
、
行
政
が
ど
こ

か
で
浪
江
の
人
だ
け
で
住
む
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
自
分
も
そ
こ
に
行
き

た
い
な
。」

…
…
…
…
…
…

猪
苗
代
に
来
た
の
は
避
難
の
経
過

で
の
事
。
二
次
避
難
所
が
猪
苗
代
の

ペ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
が
「
縁
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
で
も
何
を

す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た

避
難
生
活
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
、
新

し
く
支
え
て
く
れ
る
人
と
の
出
会
い
。

い
ま
思
え
ば
ど
れ
も
貴
重
な
も
の
と

熊
谷
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

猪苗代は、もうそろそろ雪が積もる頃。根雪
にはなりませんが取材の日も、雪がちらついて
いました。熊谷隆志さんは、今年の４月から猪
苗代町役場上下水道課で働いています。

熊谷　隆志さん（加倉）
取材者：ＮＰＯ法人寺子屋方丈舎　江川
取材日：11月30日

人とのつながりが浪江の想い出、
支え合う気持ちは忘れない

福島県



http://www.town.namie.fukushima.jp

〒964-0984 福島県二本松市北トロミ573番地
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